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教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高等学校 新版 家庭基礎(第一学習社) 

副教材等 ニュービジュアル家庭科２０１９資料＋成分表 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

家庭科という教科を通して、自分の人生を考え、創造していくために知識や技術を身に着けてくだ

さい。授業ではグループワークや発表も多く取り組みます。積極的に取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習

得させ，家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに，生活の充実向上を図る能力と実践的

な態度を育てる。 

・青年期を起点として自分の生き方を考えさせ，子どもや高齢者などの異なる世代とかかわり共に

生きる力を育成する。 

・持続可能な社会の構築を目指して健康や環境に配慮しながら自立して生活する能力を育成する。 

・男女が協力して家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

家庭や地域の生活につ

いて関心をもち，その

充実向上を目指して主

体的に取り組もうとす

るとともに，実践的な

態度を身に付けてい

る。 

家庭や地域の生活に

ついて課題を見いだ

し，その解決を目指し

て思考を深め，適切に

判断し工夫し創造す

る能力を身に付けて

いる。 

家庭や地域の生活を

充実向上するために

必要な基礎的・基本的

な技術を身に付けて

いる。 

家庭生活の意義や役

割を理解し，家庭や地

域の生活を充実向上

するために必要な基

礎的・基本的な知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

授業態度 

プリント提出 

 

授業態度 

発問評価 

 

授業態度 

実習状況 

 

プリント提出 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価方

法 a b c d 

１ ５
章
食
べ
る 

１．私たちと食事 

・日常の食生活を振り返り，健

康や生活習慣に直結する食事

について学ぶ意欲を高める。 

・食事の役割を認識し，食が心

身をはぐくむうえでも大切な

ものであることを理解する。 

・人間の体の生理的周期を知

り，なぜ朝食をきちんととる

必要があるかを考える。 

○ ○ ○ ○ a:食事の大切さについて、自分のこと

として考えようとしている。 

b:自分の意見をわかりやすく書いて

いる 

c：グループワークにおいての発表を

工夫している 

d:食事が健康や生活を作るために必

要であることを理解している。 

授業態度 

発問評価 

プ リ ン ト

提出 

定期考査 

 

２．食べることと健康 

・現代の食生活の実情を知り，

健康で安全な食生活を営むた

めの基本を理解する。 

・栄養摂取のアンバランスや不

規則な食生活によって，生活

習慣病や心身の不調がもた

らされることを知る。 

○ ○ ○ ○ a:食べることと健康について自分の

問題として考えようとしている。 

b:調理実習において手順を把握し、安

全に実習を行える 

c:調理技術の獲得 

d:食生活と健康、安全についての関連

を理解している。 

３．人体と栄養 

・健康な生活を送るうえで必要

な栄養素とそのおもな働きに

ついて理解する。 

・食品中の成分をどのように分

解し，人体の成分として利用

しているか，その過程を学ぶ 

○   ○ a:健康な生活を送る上で、栄養素がど

のような働きがあるのかを理解しよ

うとしている。 

b: 

c: 

d:食品の成分と栄養の働きについて

理解している 

４．栄養素の種類と性質 

・5 大栄養素についてそれぞれ

の働きと食品について学ぶ。 

○   ○ a:5 大栄養素とそれを含む食品につ

いて理解しようとしている。 

b: 

c: 

d:5 大栄養素の働きが自分の健康に

どのような影響するのかを理解して

いる。 

５．食生活の安全のために 

・食中毒、食品添加物、輸入食

品など身の回りの安全な食生

活について学ぶ 

○ ○ ○ ○ a:食の安全について理解しようとし

ている。 

b:安全な食生活をつくっていくため

にはどうすればよいか考え。発表でき

る。 

c:安全な食品を選ぶことができる 

d:食の安全について理解している 



夏
休
み 

 

ホームプロジェクト 

・自分の家族・家庭における問

題を解決しようとする 

○ ○ ○ ○ a:解決するための課題を考えている 

b:課題解決のための実行ができてい

る 

c:問題を解決するための基本的技術

を身につけようとしている。 

d:問題を解決するためにどのような

知識や技術が必要か理解しようとし

ている。 

 

２ ２
章
次
世
代
を
は
ぐ
く
む 

１．次世代をはぐくむ 

・次世代の子どもたちをすこや

かに育てることの責任を自覚

する。 

・妊娠前から男女ともに心身の

健康管理につとめることの重

要性を学ぶ。 

○ ○  ○ a:次世代を育てる存在であることを

認識し、理解しようとしている 

b:自分の人生設計と健康管理につい

てどうすればよいか考えまとめるこ

とができる 

c: 

d:自分の健康管理と次世代の育成に

ついて理解している 

授業態度 

発問評価 

プ リ ン ト

提出 

定期考査 

２．命の誕 

・妊娠から子どもの誕生までの

母体の健康管理，胎児の発育

と母体の変化を学ぶ。 

・胎児の環境としての母体につ

いて理解し，母体の健康管理

の重要性と生命の尊さへの認

識を深める。 

・母体と子どもの健康には，周

囲の協力と，それを支える社

会のしくみが必要であること

を知る。 

○ ○  ○ a:命の誕生とその大切さを理解しよ

うとしている 

b:自分の性行動について、どのように

すればよいか考えられる 

c: 

d:子育てを行うためには、それぞれの

自覚と周囲の理解と協力が必要であ

ることを理解している。 

３．子どもの心身の発達 

・乳幼児期は一生を通じての人

間の発達の基礎をつくる最も

重要な時期であることを理解

する。 

・子どもの発育・発達には個人

差があるが，一定の順序と共

通性があることを認識する。 

・新生児，乳児，幼児それぞれ

の時期の特徴について理解す

る。 

・心の発達とともにさまざまな

欲求があらわれること，子ど

もが欲求不満におちいった場

合には親の適切な対応が重要

であることに気づく 

○ ○ ○ ○ a:子どもが健やかに育つためにはど

のようなことが必要か理解している。

子どもの発達過程について理解して

いる。 

b:子どもの心身の発達に関心を持っ

て学ぼうとしている 

c:子どもの成長に応じた食事の用意

ができる 

 基本的な手縫いの裁縫技術を身に

つける。 

d:子どもの心身の成長と発達段階に

ついて理解している。 



３ １1

章 

１．これからの生き方と家

族 

・ライフステージと発達課題に

ついて理解する。 

・自分の人生を長期的な視野で

作ろうとする。 

・青年期の課題について理解

し、その解決に向けて考えよう

とする。 

・ワークライフバランスについ

て知り、社会の仕組みと個人の

生活とのかかわりについて考

える。 

○ ○  ○ a:自分の人生と社会の仕組みについ

て積極的に学ぼうとしている 

b:ライフステージについての設計が

できる 

c:  

d: 今後の社会の状況を考え、自分は

どうすべきかを考えようとしている 

 

授業態度 

発問評価 

プリント

提出 

定期考査 

２．家庭・家族と社会の関わり 

・家庭、家族の役割について理

解する 

・家族と社会のかかわりについ

て理解する 

・家庭の機能について理解し、

自分自身の生活に反映しよう

とする。 

○ ○  ○ a：家族と社会との関わり、自分の人

生と家族について理解しようとして

いる。 

b:将来自分が作る家族について考え

ようとしている 

c: 

d:家族と社会の状況について理解し、

自分の生活に反映しようとしている 

８
章 

経済生活を営む 

・私たちの暮らしと経済につい

て理解する 

・消費者問題について知り、消

費者問題について、契約問題に

ついて理解する。 

○ ○ ○ ○ a:暮らしと経済について理解しよう

としている。 

b:自分の生活と経済について考えよ

うとしている。 

c:消費者問題にあったときにどのよ

うにすればよいかわかっている 

d:自分の生活を作っていく上で、経済

的な考えを持とうとしている。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


